
 
 

 

読
売
新
聞
後
援
・
い
の
ち
と
心
の
講
座 

  
令
和
五
年
《お
ん
祭
へ
の
招
待
》 

 

絵
解
き
「春
日
若
宮
御
祭
図
屏
風
」 

「
江
戸
時
代
の
お
渡
り
式
」 

令
和
五
年
十
二
月
九
日
（
土
） 

 

午
後
一
時 

受
付
開
始 

 
 

会 

場
：
春
日
大
社 

感
謝
共
生
の
館 

 
 

会 

費
：
二
、
〇
〇
〇
円
（
解
説
書
付
き
・
当
日
受
付
に
て
お
納
め
く
だ
さ
い
） 

 
 

 

＊
ご
参
加
の
方
は
公
共
交
通
機
関
（
バ
ス
・
電
車
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

市
内
循
環
バ
ス
で
「
春
日
大
社
表
参
道
」
下
車
、
徒
歩
に
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

平
安
時
代
の
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
、
関
白
藤
原
忠
通
公
の
御
願
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
春
日
若
宮
お
ん
祭
は
、
今
年
で
八
八
八
回
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
お
ん
祭
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
や
文
化
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
お
ん
祭
の
直
前
に
「
お
ん
祭
へ
の
招
待
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
「
江
戸
時
代
の
お
渡
り
式
」
と
題
し
、
先
ご
ろ
凸
版
印
刷

（
現
・TOP

PAN

）
か
ら
奉
納
さ
れ
た
江
戸
時
代
に
お
ん
祭
を
描
い
た
豪
華

絢
爛
な
屏
風
と
し
て
知
ら
れ
る
『
春
日
若
宮
御
祭
図
屛
風
』
を
絵
解
き
し

な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
お
渡
り
式
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
ま
す
。
春
日
若
宮

様
へ
の
信
仰
の
広
が
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

【
内 

容
】 

第
一
部 

絵
解
き
『
春
日
若
宮
御
祭
図
屛
風
』 

「
江
戸
時
代
の
お
渡
り
式
」 

 

講 

師 

 
 
 

奈
良
民
俗
文
化
研
究
所 

 
 
 
 
 
 

代
表 

鹿
谷 

勲 

先
生 

 
 
 

奈
良
市
文
化
財
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
坂 

七
雄 

先
生 

 
 
 

奈
良
新
聞
社
特
別
編
集
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智 

功 

先
生 

 
 
 

春
日
大
社 

荒
井
清
志
・
黒
川
雄
太 

第
二
部 

若
宮
参
拝
と 

 

『
春
日
若
宮
御
祭
図
屛
風
』
拝
観 

 

  

【 

予
定
内
容 

】 

午
後
一
時 

 

受
付
開
始 

 
 

一
時
半 

講
座 

 
 

三
時 

 

若
宮
参
拝
・ 

 
 
 
 
 
 

屏
風
の
拝
観 

 
 

四
時 

 

終
了
（
予
定
） 

 

 

＊
当
日
の
状
況
に
よ
り
急
遽
内
容

を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 


